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キャントゥル＝ナムカ・ギェルツェン（sKyang sprul Nam mkhaʼ rgyal mtshan,
1770-1833）は、18世紀末から19世紀半ばにかけて活躍したポン教の重要な師であ
る。彼は主に東北チベット・アムド地方の東部にあるダチェン寺（mDaʼ chen
dgon pa）およびカルモ・リトー（dKar mo ri khrod）を拠点として活動した。
「カンド・サンチョー（mKhaʼ ʼgro gsang gcod）」とよばれる一連の断境（gcod）





の伝記が存在する。つ Text A と称する はカテン（bkaʼ brtan）集成の
第200巻にある23フォーリオからなるウメー書体で書かれた写本である。もうつ
Text B と称する は、同じくカテン集成の第41巻にある41フォーリオから
なるウメー書体で書かれた写本である。両者はともに、「黄金の鏡（dNgul gyi me
long）」という同じ題名を持ち、キャントゥルの弟子であるニャクゴム＝リンチェ


















Text B）の Diplomatic Edition である。現在に至るまで、このつの伝記には、
それぞれ種類の写本しか確認されていない。それゆえ現状では、このつの伝記
に対する校訂テクストを作成することは不可能である。原本には綴りの誤りなど、
数多くの誤記が見られる。本稿では、そうした誤記を修正するとともに、修正を施
した箇所については原本における表記を脚注に示した。本稿の Introduction には、
このつの伝記に基づいたキャントゥル＝ナムカ・ギェルツェンの略伝を付した。
つの伝記の翻訳および詳細な研究は今後の課題としたい。
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